
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

目

次

令和年月日 水曜日 第号官 報

〔
省

令
〕

〇
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
財
務
六
九
）

〔
告

示
〕

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
三
九
二
）

〇
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
政
府
に
対
す
る
贈
与

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す

る
件
（
外
務
四
〇
四
）

〇
ポ
ン
ペ
イ
港
拡
張
計
画
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件
（
同
四
〇
五
）

〇
ハ
イ
チ
共
和
国
に
お
け
る
平
和
及
び
社
会

的
結
束
の
た
め
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
向
上
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
国
際
連
合
女
性
機
関
と
の
間

の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件（
同
四
〇
六
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁証

票
無
効
、
買
収
前
の
所
有
者
等
へ
の
売

払
い
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〇
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
に
お
け
る

コ
ッ
ク
ス
バ
ザ
ー
ル
県
及
び
ノ
ア
カ
リ
県

に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
避
難
民
及

び
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
女

性
・
平
和
・
安
全
保
障
ア
ジ
ェ
ン
ダ
推
進

計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
国
際
連
合
人
口
基
金
と
の
間
の
書
簡

の
交
換
に
関
す
る
件
（
同
四
〇
七
）

〇
債
務
救
済
措
置
（
債
務
免
除
方
式
）
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
マ
リ
ア
連
邦
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件
（
同
四
〇
八
）

〇
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
附
則
第

三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主

務
大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め
る
等
の
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
財
務
・
農
林
水
産
四
一
）

〇
農
業
信
用
保
証
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
の
主
務
大
臣

の
定
め
る
利
息
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
四
二
）

〇
中
小
漁
業
融
資
保
証
法
第
六
十
九
条
第
一

項
の
主
務
大
臣
が
定
め
る
利
息
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
三
）

〇
雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地

域
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
六
五
）

〇
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（
農
林
水
産
二
二
九
一
）

〇
漁
業
近
代
化
資
金
融
通
法
施
行
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
二
二
九
二
）

〇
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
附
則
第
十
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定

め
る
利
率
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
二
二
九
三
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
三
四
八
）

〇
建
設
業
法
に
基
づ
く
登
録
監
理
技
術
者
講

習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
件
（
同
一
三
四
九
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
三
〇
二
〜
三
〇
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
三
三
〜
一
三
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
国
地
方
整
備
局
八
六
、
八
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
七
〇
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
二
七
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

外
務
省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

四
国
地
方
整
備
局
公
示（
四
国
地
方
整
備
局
）





省

令

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、

こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
）

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
）

第
百
六
条

令
第
十
一
条
の
三
の
七
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
一
万
二
千

円（
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
、

病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
が
負
担
す

る
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額
が
一
万
二
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、当
該
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額
）

と
す
る
。

第
百
六
条

令
第
十
一
条
の
三
の
七
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
一
万
二
千

円（
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
、

病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。）が
負
担
す

る
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額
が
一
万
二
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
当
該
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額

と
す
る
。）と
す
る
。

２

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令

第
三
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
と
す
る
。

２

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
出
生
し
た
時
点
に
お

け
る
在
胎
週
数
が
二
十
八
週
以
上
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

３

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令

第
三
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
由
と
す
る
。

３

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
号
を
削
る
。﹈

一

天
災
、
事
変
そ
の
他
の
非
常
事
態

﹇
号
を
削
る
。﹈

二

出
産
し
た
者
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失

４

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
健
康

保
険
法
施
行
令
第
三
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
と

す
る
。

４

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
身
体

障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生

省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
五
号
の
一
級
又
は
二
級

に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

５

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令

第
三
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
要
件
と
す
る
。

５

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
病
院
等
に
対
し
、
当

該
病
院
等
が
三
千
万
円
以
上
の
補
償
金
を
出
生
し

た
者
又
は
そ
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成

６

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
講
ず
る
措
置

は
、
健
康
保
険
法
施
行
令
第
三
十
六
条
第
二
号
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
講
ず
る
措
置
と
す
る
。

６

令
第
十
一
条
の
三
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
講
ず
る
措
置

は
、
病
院
等
と
出
生
し
た
者
等
と
の
間
に
お
け
る

特
定
出
産
事
故
に
関
す
る
紛
争
の
防
止
又
は
解
決

を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
出
産
事
故
に
関
す
る
情

報
の
分
析
結
果
を
体
系
的
に
編
成
し
、
そ
の
成
果

を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
た
め
、
特
定
出
産
事
故

に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
適
切
な
機
関
に
委
託
す
る
こ
と

と
す
る
。

﹇
７
・
８

略
﹈

﹇
７
・
８

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
出
生
し
た
者
を
現
に

監
護
す
る
も
の
を
い
う
。）（
次
項
に
お
い
て
「
出

生
し
た
者
等
」
と
い
う
。）に
対
し
て
適
切
な
期
間

に
わ
た
り
支
払
う
た
め
の
保
険
金
（
特
定
出
産
事

故
（
同
号
に
規
定
す
る
特
定
出
産
事
故
を
い
う
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
病
院
等
の
過
失
に
よ
つ

て
発
生
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
病
院
等
が
損

害
賠
償
の
責
任
を
負
う
と
き
は
、
補
償
金
か
ら
当

該
損
害
賠
償
金
の
額
を
除
い
た
額
と
す
る
。）が
支

払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
財
務
省
令
第
六
十
九
号

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
一
条
の
三
の
七
第
一
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
八
日

財
務
大
臣

加
藤

勝
信


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